










































































報 告 番 号 甲第 2956 号 氏  名 小 野 寺  耕 一 
 論文題名 
  Are ADC histogram metrics repeatable? 




  予後予測にも有用である。ADC ヒストグラムの指標が悪性度評価に有用という報告 
  が増えてきているが、異なる結果の報告もあり、再現性は十分に検証されていない。
  本研究の目的は、ボクセル毎の ADC ヒストグラムの再現性を検証することである。
 
 研究方法   
  頭部 MRI を撮像した連続 17 症例と MRI 用ファントムに対し、拡散強調画像を同一
  条件で連続 2 回撮像した。1 回目と 2 回目のボクセル毎の ADC をそれぞれ測定し、
  統計的手法を用いて 1 回目と 2 回目の ADC ヒストグラムの再現性を検証した。  
 
研究成績及び考察 
  ボクセル毎の ADC は 5 症例において一次回帰直線で有意な相関を示さず、再現性が
  低かった。ADC ヒストグラムでは、skewness と kurtosis 以外の指標は一次回帰直線
  において有意な相関を示し、Bland-Altman plot では再現性が高かった。原因として




  ボクセル毎の ADC ヒストグラムの指標(minimum, 25%, median, 75%, maximum, 
  mean)は再現性が高く、skewness と kurtosis は再現性が低かった。       
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論文題名 
Are ADC histogram metrics repeatable? 
（ADC ヒストグラムの指標に再現性はあるか？） 
結果の要旨 
 本研究は、MRI 拡散強調画像におけるボクセル毎の ADC 値およびそのヒストグラムの
指標の再現性を検証するために企画された。ボクセル毎の ADC 値の再現性は低いことが分
かった。ADC 値のヒストグラムの指標のうち、minimum、25%、median、75%、maximum、
mean は再現性が高いが skewness および kurtosis は再現性が低いことが分かった。MRI
拡散強調画像を解釈する際にはこの性質に十分留意する必要があると考えられた。 
博士（医学）の学位授与に値すると審査委員全員に認められた。 
 
 
